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第一部【企業情報】

第1【企業の概況】

1【主要な経営指標等の推移】

回次
第29期
第3四半期
連結累計期間

第30期
第3四半期
連結累計期間

第29期

会計期間
自平成24年10月1日
至平成25年６月30日

自平成25年10月1日
至平成26年６月30日

自平成24年10月1日
至平成25年9月30日

売上高 （百万円） 37,835 38,805 50,934

経常利益 （百万円） 3,045 2,240 3,941

四半期（当期）純利益 （百万円） 1,403 1,217 1,753

四半期包括利益又は包括利益 （百万円） 1,635 1,335 1,793

純資産額 （百万円） 19,444 20,300 19,601

総資産額 （百万円） 43,817 49,214 42,855

1株当たり四半期（当期）純利益金額 （円） 77.89 67.66 97.36

潜在株式調整後1株当たり

四半期（当期）純利益金額
（円） － － －

自己資本比率 （％） 44.3 41.1 45.6

　

回次
第29期
第3四半期
連結会計期間

第30期
第3四半期
連結会計期間

会計期間
自平成25年４月1日
至平成25年６月30日

自平成26年４月1日
至平成26年６月30日

1株当たり四半期純利益金額 （円） 3.87 26.21

　　(注) 1. 売上高には、消費税等は含まれておりません。

 2. 潜在株式調整後１株当たり四半期（当期）純利益金額については、潜在株式が存在しないため記載しており

ません。

 3. 当社は、第29期第1四半期連結会計期間より株式給付信託(J-ESOP)を導入しております。当該株式給付信託

が所有する当社株式については、四半期連結財務諸表において自己株式として計上しております。1株当た

り四半期（当期）純利益金額の算定にあたっては、当該株式数を自己株式に含めて普通株式の期中平均株式

数を算定しております。

 4. 当社は、四半期連結財務諸表を作成しておりますので、提出会社の主要な経営指標等の推移については記載

しておりません。
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2【事業の内容】

当第3四半期連結累計期間において、当社グループ（当社及び当社の関係会社）が営む事業の内容について、重要

な変更はありません。

　

　主要な関係会社の異動については以下のとおりであります。

　＜CRO事業＞

　主要な関係会社の異動はありません。

　

　＜CMO事業＞

　当第3四半期連結会計期間において、平成26年4月1日付で当社はシミックCMO足利株式会社の全株式を取得し、連結

子会社といたしました。

　

　＜CSO事業＞

　主要な関係会社の異動はありません。

　

　＜ヘルスケア事業＞

　主要な関係会社の異動はありません。

　

　＜IPD事業＞

　主要な関係会社の異動はありません。
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第2【事業の状況】

1【事業等のリスク】

当第3四半期連結累計期間において、新たに発生した事業等のリスクはありません。

また、前事業年度の有価証券報告書に記載した事業等のリスクについて重要な変更はありません。

 

2【経営上の重要な契約等】

当第3四半期連結会計期間において、経営上の重要な契約等の決定又は締結等はありません。

　　

3【財政状態、経営成績及びキャッシュ・フローの状況の分析】

文中の将来に関する事項は、当四半期連結会計期間の末日現在において当社グループ（当社及び当社の関係会社）

が判断したものであります。

 

(1)経営成績に関する説明　

　

 当社グループは、製薬企業の付加価値向上に貢献する当社独自の事業モデルであるPVC（Pharmaceutical Value

Creator）を展開し、CRO（医薬品開発支援）事業、CMO（医薬品製造支援）事業、CSO（医薬品営業支援）事業、ヘ

ルスケア事業、IPD（知的財産開発）事業において、製薬企業の開発、製造、営業・マーケティングのバリュー

チェーンを広範に支援しております。

　

 医薬品業界におきましては、政府の成長戦略において医療関連産業活性化の方針が示され、産官学連携を通じた

迅速な新薬創出を促進するとともに、後発医薬品の普及や長期収載品の価格体系の検証を通じて社会保障費を抑制

するための取組みが打ち出されています。製薬企業は、研究開発費の増大や主力製品の特許切れ、個別医療の高ま

り等の事業環境の下、組織体制の最適化を図り、医薬品開発の迅速化と効率化を目指して、アウトソーシングを加

速する傾向にあります。

　

 当社グループが属する業界におきましては、このようなアウトソーシングニーズの高まりを受け、支援業務の多

様化や顧客との連携強化を図っています。また、企業合併や異業種からの新規参入等の業界再編も進む中、市場規

模は拡大傾向にあります。

　　

[売上高及び営業利益]

　

　当第3四半期連結累計期間においては、各事業領域の基盤を強化するとともに、個々のサービスの一層の充実を

図ることにより、事業の収益性と生産性の向上及び事業間シナジーの追求に取り組みました。当第3四半期連結累

計期間の業績は、売上高は38,805百万円（前年同期比2.6％増）、営業利益は2,235百万円（同30.4％減）となりま

した。

　

　セグメント別の業績の状況は以下のとおりです。　

　

＜CRO事業＞　

                                                                           　（単位：百万円）

　
前第3四半期

連結累計期間　

当第3四半期

連結累計期間　
増減額（増減率％）

　売上高 　15,561 　17,227 　＋1,665（＋10.7％）

　営業利益 　3,084 　3,609 　＋524（＋17.0％）

　

当事業においては、主に製薬企業の医薬品開発支援に係る業務を行っております。

当第3四半期連結累計期間においては、市場拡大が見込まれる医療機器分野の開発支援業務体制を整備し、医療

機器支援業務の推進を図っております。また、多様化する顧客ニーズに対応するために専門性と効率性を一層強化

し、グローバル開発案件や治験国内管理人業務等の支援業務を拡大しております。

売上高及び営業利益につきましては、モニタリング業務及びデータマネジメント業務において新規受注及び既存

案件が好調に進捗したこと、シミックPMS株式会社の売上が加わったこと等により、前年同期を上回りました。　
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＜CMO事業＞　

                                                                           　（単位：百万円）

　
前第3四半期

連結累計期間　

当第3四半期

連結累計期間　
増減額（増減率％）

　売上高 　11,769 　10,865 　△903（ △7.7％）

　営業利益 　1,161 　363 　△797（△68.7％）

　

　当事業においては、主に製薬企業の医薬品製造支援に係る業務を行っております。

　当第3四半期連結累計期間においては、新規受託獲得のための営業体制及び製剤開発力の強化を図っておりま

す。受託製造業務においては、平成25年10月にシミックCMO株式会社に製剤開発センターを新設し、グループCMO各

社の製剤設計技術及び製造技術を結集することにより、製剤開発分野へのサービス強化を促進しております。併せ

て、国内生産2工場（静岡、富山）を一元管理することにより、効率化に向けた施策を展開しております。平成26

年4月には、田辺三菱製薬工場株式会社の足利工場を譲受け、シミックCMO足利株式会社の営業を開始し、固形剤の

受託生産力の向上及び注射剤の受注強化を図っております。また、英国の医薬品開発製造受託機関であるAesica

Pharmaceuticals Limitedと協業覚書を締結し、日本・欧州・米国における事業拡大に向けて営業体制の構築を進

めております。　

　分析化学サービス業務においては、医薬品の品質保証及び薬物動態に係る試験の受託を強化するため、平成26年

3月に生体試料中薬物濃度測定に強みをもつ株式会社JCLバイオアッセイの第三者割当増資を引き受け、当社の持分

法適用関連会社といたしました。

　売上高及び営業利益につきましては、シミックCMO足利株式会社の業績が加わりましたが、シミックCMO株式会社

において既存案件の製品の受託生産量が減少したこと、CMO事業の分析化学サービス業務において価格競争が激化

していること等により、前年同期を下回りました。

　

　

＜CSO事業＞　

                                                                           　（単位：百万円）

　
前第3四半期

連結累計期間　

当第3四半期

連結累計期間　
増減額（増減率％）

　売上高 　3,906 　5,188 　＋1,282（＋32.8％）

　営業利益 　332 　447 　＋114（＋34.4％）

　

　当事業においては、主に製薬企業の営業・マーケティング支援及び医療、製薬業界向けBPO・人材サービスに係

る業務を行っております。

　当第3四半期連結累計期間においては、MR（医薬情報担当者）派遣業務における新規案件の獲得と大型案件に伴

う採用活動の強化を図りました。

　売上高及び営業利益につきましては、株式会社シミックエムピーエスエスのMR派遣業務及び株式会社シミックBS

のBPOサービス業務において新規受注及び既存案件が好調に進捗したこと等により、前年同期を上回りました。　
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＜ヘルスケア事業＞　

                                                                           　（単位：百万円）

　
前第3四半期

連結累計期間　

当第3四半期

連結累計期間　
増減額（増減率％）

　売上高 　6,920 　5,932 　△988（△14.3％）

　営業利益 　514 　△246 　△761（　 －　 ）

　

　当事業においては、SMO（治験施設支援）業務、ヘルスケア情報サービスなど、主に医療機関や患者、一般消費

者の医療や健康維持・増進のための支援業務を行っております。

　当第3四半期連結累計期間においては、SMO業務を行うサイトサポート・インスティテュート株式会社（以下、

SSI）が平成22年に行った治験支援業務における身長データの不正記載に対し、SSIを含めグループ全体で品質管理

体制及びコンプライアンス体制の強化及び再発防止策の徹底を通じてステークホルダーの皆様からの信頼回復に努

めております。本件の影響により、新規受注は前年同期に比べ減少しておりますが、徐々に回復の兆しが見えてき

ております。

　売上高及び営業利益につきましては、SSIの新規受注が減少したこと、難易度の高い試験の増加等に伴いプロ

ジェクトの原価率が上昇したこと等により、売上高が前年同期を下回り、営業損失が生じております。

 

＜IPD事業＞　

                                                                            　（単位：百万円）

　
前第3四半期

連結累計期間　

当第3四半期

連結累計期間　
増減額（増減率％）

　売上高 　227 　244 　＋17（＋7.8％）

　営業利益 　△591 △470 　＋120（ 　－　）

　

 当事業においては、診断薬や希少疾病用医薬品（オーファンドラッグ）等の開発及び販売に係る業務を行ってお

ります。

　診断薬事業については、当社が腎疾患の診断を目的として開発した体外診断用医薬品「ヒトL型脂肪酸結合蛋白

キット（販売名：レナプロ®L－FABPテスト）」の販路拡大と学術及びプロモーションの強化に努めるとともに、高

感度測定が可能な改良型の開発を行っております。

　希少疾病用医薬品については、販売している尿素サイクル異常症用治療薬「ブフェニール®（一般名：フェニル

酪酸ナトリウム）」及び急性ポルフィリン症治療薬「ノーモサング®（一般名：ヘミン）」について、疾病認知度

の向上を図るとともに、販売経費の節減に取り組んでおります。

　当事業は診断薬等にかかる研究開発費の計上及び株式会社オーファンパシフィックにおける販売にかかる費用等

の計上により、営業損失が発生しております。　

　

[経常利益]

　当第3四半期連結累計期間の経常利益は前年同期比805百万円減（26.4％減）の2,240百万円となりました。

　主な減少要因は、営業利益が減少したことによるものであります。営業外収益として持分法による投資利益や為

替差益等145百万円、営業外費用として支払利息等140百万円を計上しております。

　

[四半期純利益]

　当第3四半期連結累計期間の四半期純利益は前年同期比185百万円減（13.2％減）の1,217百万円となりました。

主な減少要因は、経常利益が減少したことによるものであります。また、特別利益として田辺三菱製薬工場株　

式会社足利工場譲受に伴う負ののれん発生益等282百万円、特別損失として固定資産除却損81百万円、法人税等合

計1,207百万円、少数株主利益15百万円を計上しております。
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(2)財政状態に関する説明

資産、負債及び純資産の状況

　当第3四半期連結会計期間末における資産合計は、前連結会計年度末比で6,358百万円増加し、49,214百万円と

なりました。これは、主にシミックCMO足利株式会社取得に伴う有形固定資産の増加によるものであります。

　負債合計は、前連結会計年度末比で5,660百万円増加し、28,913百万円となりました。これは、主に借入金等

の増加によるものであります。

純資産合計は、前連結会計年度末比で698百万円増加し、20,300百万円となりました。これは、主に利益剰余

金の増加によるものであります。

　 

 

(3) 事業上及び財務上の対処すべき課題

当第3四半期連結累計期間において、当社グループが対処すべき課題について重要な変更はありません。

 

(4) 研究開発活動

当社グループは、バイオマーカーや希少疾病用医薬品（オーファンドラッグ）等の開発並びに医療用及び一般用

医薬品等の製剤技術開発を進めております。

当第3四半期連結累計期間における研究開発費の総額は、221百万円であります。なお、研究開発活動の一部につ

いて助成金を受けており、連結損益計算書上の研究開発費は、研究開発費の総額より助成金収入を控除した額であ

ります。

また、当第3四半期連結累計期間における主な研究開発活動の状況の変更内容は以下のとおりです。

　

①バイオマーカーL-FABPの開発

重要な変更はありません。

　

②希少疾病用医薬品（オーファンドラッグ）の開発

重要な変更はありません。

　

③製剤開発

重要な変更はありません。

　

当社グループは、これらの開発を通じて知的財産の蓄積と新たな収益モデルの構築を目指すとともに、事業を通

じて社会貢献してまいります。

　

(5) 経営成績に重要な影響を与える要因

当第3四半期連結累計期間において、当社グループの経営成績に重要な影響を与える要因について重要な変更は

ありません。
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(6) 受注の状況

受注実績

（単位：百万円）

報告セグメントの名称

前第3四半期連結累計期間
（自 平成24年10月1日
至 平成25年6月30日）

当第3四半期連結累計期間
（自 平成25年10月1日
至 平成26年6月30日）

前連結会計年度
（自 平成24年10月1日
至 平成25年9月30日）

受注高 受注残高 受注高 受注残高 受注高 受注残高

CRO事業 19,659 33,176 21,085 38,169 26,588 34,244

CMO事業 11,976 3,406 12,356 4,338 15,534 2,833

CSO事業 2,717 3,197 7,164 5,792 4,105 3,435

ヘルスケア事業 5,865 12,000 2,518 8,820 7,845 12,058

IPD事業 225 － 254 24 260 －

合計 40,444 51,780 43,379 57,146 54,334 52,572

 (注) 1.上記の金額には、消費税等は含まれておりません。

      2.金額は販売価格によっており、セグメント間の取引については相殺消去しております。

      3.CMO事業の受注残高は確定注文を受けているもののみ計上しております。顧客からは、年間ベースの発注計画等

の提示を受けていますが、確定注文とは異なりますので受注残高には含めておりません。

      4.平成25年4月の組織変更に伴い、株式会社シミックBSは、その所属する報告セグメントをヘルスケア事業から

CSO事業に変更しております。

　　　　 なお、前第3四半期連結累計期間及び前連結会計年度の受注高並びに受注残高は、当該変更後の区分方法により

作成しております。
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第3【提出会社の状況】

1【株式等の状況】

(1)【株式の総数等】

①【株式の総数】

種類 発行可能株式総数（株）

普通株式 46,000,000

計 46,000,000

②【発行済株式】

種類
第３四半期会計期間末
現在発行数（株）
(平成26年６月30日)

提出日現在発行数（株）
(平成26年８月６日)

上場金融商品取引所
名又は登録認可金融
商品取引業協会名

内容

普通株式 18,221,860 18,221,860
東京証券取引所

市場第一部

単元株式数

100株

計 18,221,860 18,221,860 － －

 

(2)【新株予約権等の状況】

該当事項はありません。

 

(3)【行使価額修正条項付新株予約権付社債券等の行使状況等】

該当事項はありません。

 

(4)【ライツプランの内容】

該当事項はありません。

 

(5)【発行済株式総数、資本金等の推移】

年月日
発行済株式
総数増減数
（株）

発行済株式
総数残高
（株）

資本金増減額
（百万円）

資本金残高
（百万円）

資本準備金
増減額
（百万円）

資本準備金残高
（百万円）

平成26年４月１日～

平成26年６月30日
― 18,221,860 ― 3,087 ― 6,292

 

(6)【大株主の状況】

当第3四半期連結会計期間において、ミトルマン・ブラザーズ・エルエルシーから、平成26年5月19日付で大

量保有報告書の変更報告書の提出があり、平成26年5月12日現在で以下の株式を保有している旨の報告を受け

ておりますが、株主名簿の記載内容が確認できないため、当社として実質所有株式数の確認ができません。

　なお、大量保有報告書の変更報告書の内容は以下のとおりであります。

氏名又は名称 住所又は本店所在地
　

保有株券等の数(総数)
(株)

　
株券等保有割合

(％)

ミトルマン・ブラザーズ・

エルエルシー　

アメリカ合衆国、ニューヨー

ク州１１５６０ローカスト・

バレー、バーチ・ヒル・ロー

ド１８８

1,100,762 6.04

合　計 　 1,100,762 6.04
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(7)【議決権の状況】

当第3四半期会計期間末日現在の「議決権の状況」については、株主名簿の記載内容が確認できないため、記

載することができないことから、直前の基準日（平成26年3月31日）に基づく株主名簿による記載をしておりま

す。

①【発行済株式】

 平成26年3月31日現在

区分 株式数（株） 議決権の数（個） 内容

無議決権株式 － － －

議決権制限株式（自己株式等） － － －

議決権制限株式（その他） － － －

完全議決権株式（自己株式等） 普通株式　　　33,900 － －

完全議決権株式（その他） 普通株式　18,125,700 181,257 －

単元未満株式 普通株式　　　62,260 － －

発行済株式総数 　　　　　18,221,860 － －

総株主の議決権 － 181,257 －

　　(注) 1.「完全議決権株式（自己株式）」の欄は、すべて当社所有の自己株式であります。

　　　　 2.「完全議決権株式（その他）」の欄には、株式給付信託（J-ESOP）の信託財産として資産管理サービス信託

銀行株式会社（信託Ｅ口）が所有している当社株式190,000株（議決権の数1,900個）が含まれております。

　　　　 3.「単元未満株式」の欄には、当社所有の自己株式80株が含まれております。

 

②【自己株式等】

 平成26年3月31日現在

所有者の氏名又は名称 所有者の住所
自己名義所有
株式数（株）

他人名義所有
株式数（株）

所有株式数の
合計（株）

発行済株式総数
に対する所有株
式数の割合(％)

シミックホールディン

グス株式会社

東京都品川区

西五反田七丁目10番4号
33,900 － 33,900 0.18

計 － 33,900 － 33,900 0.18

　

2【役員の状況】

該当事項はありません。
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第4【経理の状況】

　1.四半期連結財務諸表の作成方法について

当社の四半期連結財務諸表は、「四半期連結財務諸表の用語、様式及び作成方法に関する規則」（平成19年内閣

府令第64号）に基づいて作成しております。

 

　2.監査証明について

当社は、金融商品取引法第193条の2第1項の規定に基づき、第3四半期連結会計期間（平成26年4月1日から平成26

年6月30日まで）及び第3四半期連結累計期間（平成25年10月1日から平成26年6月30日まで）に係る四半期連結財務

諸表について新日本有限責任監査法人による四半期レビューを受けております。
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1【四半期連結財務諸表】
(1)【四半期連結貸借対照表】

（単位：百万円）

前連結会計年度
(平成25年９月30日)

当第３四半期連結会計期間
(平成26年６月30日)

資産の部

流動資産

現金及び預金 6,962 6,276

受取手形及び売掛金 7,695 8,555

商品及び製品 175 95

仕掛品 3,954 3,704

原材料及び貯蔵品 1,017 1,377

その他 3,093 3,978

貸倒引当金 △8 △8

流動資産合計 22,891 23,979

固定資産

有形固定資産

建物及び構築物（純額） 5,319 8,002

土地 4,674 5,926

その他（純額） 4,472 4,930

有形固定資産合計 14,466 18,859

無形固定資産

のれん 1,268 928

その他 859 1,358

無形固定資産合計 2,128 2,286

投資その他の資産

投資有価証券 493 944

敷金及び保証金 1,304 1,288

その他 1,597 1,884

貸倒引当金 △26 △29

投資その他の資産合計 3,369 4,088

固定資産合計 19,963 25,234

資産合計 42,855 49,214

EDINET提出書類

シミックホールディングス株式会社(E05292)

四半期報告書

12/24



（単位：百万円）

前連結会計年度
(平成25年９月30日)

当第３四半期連結会計期間
(平成26年６月30日)

負債の部

流動負債

支払手形及び買掛金 1,215 1,370

短期借入金
※1 3,965 ※1 4,283

コマーシャル・ペーパー － 1,000

未払法人税等 1,404 1,065

賞与引当金 1,971 2,813

役員賞与引当金 23 －

受注損失引当金 287 309

その他 4,809 6,074

流動負債合計 13,677 16,917

固定負債

長期借入金
※1 5,459 7,275

退職給付引当金 3,412 3,876

その他 703 843

固定負債合計 9,576 11,995

負債合計 23,253 28,913

純資産の部

株主資本

資本金 3,087 3,087

資本剰余金 6,292 6,292

利益剰余金 10,560 11,141

自己株式 △257 △258

株主資本合計 19,682 20,263

その他の包括利益累計額

その他有価証券評価差額金 △58 0

為替換算調整勘定 △73 △31

その他の包括利益累計額合計 △131 △31

少数株主持分 51 68

純資産合計 19,601 20,300

負債純資産合計 42,855 49,214
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(2)【四半期連結損益計算書及び四半期連結包括利益計算書】
【四半期連結損益計算書】
【第3四半期連結累計期間】

（単位：百万円）

前第３四半期連結累計期間
(自　平成24年10月１日
　至　平成25年６月30日)

当第３四半期連結累計期間
(自　平成25年10月１日
　至　平成26年６月30日)

売上高 37,835 38,805

売上原価 28,701 30,642

売上総利益 9,133 8,162

販売費及び一般管理費
※1 5,920 ※1 5,927

営業利益 3,213 2,235

営業外収益

受取利息 7 7

受取賃貸料 10 10

為替差益 104 18

持分法による投資利益 49 33

その他 35 74

営業外収益合計 207 145

営業外費用

支払利息 104 98

契約精算金 212 －

その他 57 42

営業外費用合計 374 140

経常利益 3,045 2,240

特別利益

固定資産売却益 3 0

負ののれん発生益 － 281

特別利益合計 3 282

特別損失

固定資産除却損 16 81

投資有価証券評価損 119 －

関係会社出資金評価損 31 －

特別損失合計 166 81

税金等調整前四半期純利益 2,882 2,440

法人税、住民税及び事業税 2,126 1,911

法人税等調整額 △578 △704

法人税等合計 1,547 1,207

少数株主損益調整前四半期純利益 1,335 1,233

少数株主利益又は少数株主損失（△） △68 15

四半期純利益 1,403 1,217
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【四半期連結包括利益計算書】
【第3四半期連結累計期間】

（単位：百万円）

前第３四半期連結累計期間
(自　平成24年10月１日
　至　平成25年６月30日)

当第３四半期連結累計期間
(自　平成25年10月１日
　至　平成26年６月30日)

少数株主損益調整前四半期純利益 1,335 1,233

その他の包括利益

その他有価証券評価差額金 58 58

為替換算調整勘定 241 43

持分法適用会社に対する持分相当額 0 －

その他の包括利益合計 300 102

四半期包括利益 1,635 1,335

（内訳）

親会社株主に係る四半期包括利益 1,691 1,318

少数株主に係る四半期包括利益 △55 17
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【注記事項】

（連結の範囲又は持分法適用の範囲の変更）

　第2四半期連結会計期間において、株式会社JCLバイオアッセイの株式を追加取得したことにより、持分法適用

関連会社の範囲に含めております。

　また、当第3四半期連結会計期間において、シミックCMO足利株式会社の株式を新たに取得したことにより、連

結の範囲に含めております。　

　　

（会計方針の変更等）

（有形固定資産の減価償却方法の変更）

 従来、当社及び国内連結子会社は、有形固定資産の減価償却方法について、主として定率法を採用しておりま

したが、第1四半期連結会計期間より定額法に変更しております。

　この変更は、中期計画に基づく大型製造設備の稼働や新規受託先の拡大施策の実行等により、CMO（医薬品製

造支援）事業を中心として長期安定的な操業を可能とする製造受託体制が整備されることを契機として、減価償

却方法の見直しを行った結果、投資の効果は安定的に発現すると認められることから、より合理的な費用配分を

行うことを目的とするものです。

　この変更に伴い、従来の方法によった場合に比べて当第3四半期連結累計期間の営業利益、経常利益及び税金

等調整前四半期純利益がそれぞれ310百万円増加しております。

　なお、セグメント情報に与える影響については、「注記事項 セグメント情報等」に記載しています。

　

（追加情報）

（法人税率の変更等による影響）

 平成26年３月31日に「所得税法等の一部を改正する法律」(平成26年法律第10号)が公布され、平成26年４月

１日以後に開始する連結会計年度から復興特別法人税が課せられないことになりました。これに伴い、平成26

年10月１日に開始する連結会計年度において解消が見込まれる一時差異については、繰延税金資産および繰延

税金負債を計算する法定実効税率が従来の38.01％から35.64％に変更になります。

　なお、この税率変更に伴う影響は軽微であります。
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（四半期連結貸借対照表関係）

　　　※1　当社は、事業資金の効率的な調達を行うため、取引銀行3行とコミットメントライン契約を締結して　

　　　　　 おります。

　　　　　当該契約に基づく借入の未実行残高は次のとおりであります。

　
前連結会計年度

（平成25年9月30日）
当第3四半期連結会計期間　
（平成26年６月30日）

コミットメントラインの総額 10,000百万円 5,000百万円

借入実行高 2,200 －

差引借入未実行残高 7,800 5,000

 なお、本契約には、連結貸借対照表の純資産の部の金額や連結損益計算書の営業損益及び経常損益より算出される一

定の指標等を基準とする財務制限条項が付されております。

　　

（四半期連結損益計算書関係）

※1 販売費及び一般管理費の主要な費目及び金額は次のとおりであります。

　
前第3四半期連結累計期間
（自 平成24年10月1日
 至 平成25年６月30日）

当第3四半期連結累計期間
（自 平成25年10月1日
 至 平成26年６月30日）

給与手当 1,653百万円 1,589百万円

賞与及び賞与引当金繰入 452 420

退職給付費用 94 121

研究開発費（注） 368 216

（注）研究開発活動の一部について助成金を受けており、一般管理費に含まれる研究開発費は、研究開発費の総額から助

成金収入を控除した額であります。

　

（四半期連結キャッシュ・フロー計算書関係）

当第3四半期連結累計期間に係る四半期連結キャッシュ・フロー計算書は作成しておりません。なお、第3四半期連

結累計期間に係る減価償却費（のれんを除く無形固定資産に係る償却費を含む。）及びのれんの償却額は、次のとお

りであります。

 
前第3四半期連結累計期間
（自 平成24年10月1日
 至 平成25年６月30日）

当第3四半期連結累計期間
（自 平成25年10月1日
 至 平成26年６月30日）

減価償却費 1,329百万円 1,100百万円

のれんの償却額 316 340
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（株主資本等関係）

Ⅰ　前第3四半期連結累計期間（自 平成24年10月1日 至 平成25年６月30日）

　１.　配当に関する事項

      配当金支払額

（決議） 株式の種類
配当金の総額
（百万円）

１株当たり配
当額（円）

基準日 効力発生日 配当の原資

平成24年12月14日

定時株主総会
普通株式 354 19.50 平成24年9月30日 平成24年12月17日 利益剰余金

平成25年5月1日

取締役会
普通株式 318 17.50 平成25年3月31日 平成25年6月17日 利益剰余金

　(注)平成25年5月1日取締役会決議の配当金の総額には、株式給付信託(J-ESOP)に対する配当金3百万円を含めておりま

す。

　

 　２．株主資本の著しい変動に関する事項

　　　 該当事項はありません。　

　

Ⅱ　当第3四半期連結累計期間（自 平成25年10月1日 至 平成26年６月30日）

　１.　配当に関する事項

　　　 配当金支払額

（決議） 株式の種類
配当金の総額
（百万円）

１株当たり配
当額（円）

基準日 効力発生日 配当の原資

平成25年12月13日

定時株主総会
普通株式 318 17.50 平成25年9月30日 平成25年12月16日 利益剰余金

平成26年4月30日

取締役会
普通株式 318 17.50 平成26年3月31日 平成26年6月16日 利益剰余金

　(注)配当金の総額には、株式給付信託(J-ESOP)に対する配当金3百万円をそれぞれ含めております。

　

 　２．株主資本の著しい変動に関する事項

　　　 該当事項はありません。　
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（セグメント情報等）

【セグメント情報】

Ⅰ 前第3四半期連結累計期間（自 平成24年10月1日 至 平成25年6月30日）

1.報告セグメントごとの売上高及び利益又は損失の金額に関する情報
（単位：百万円）

 

報告セグメント

調整額

（注）１

四半期連結

損益計算書

計上額

（注）２
CRO事業 CMO事業 CSO事業

ヘルスケア

事業
IPD事業 計

売上高         

外部顧客への売上高 15,437 11,749 3,523 6,898 225 37,835 － 37,835

セグメント間の内部

売上高又は振替高
123 19 383 21 1 549 △549 －

計 15,561 11,769 3,906 6,920 227 38,384 △549 37,835

セグメント利益又は

セグメント損失（△）
3,084 1,161 332 514 △591 4,503 △1,289 3,213

 （注）1.セグメント利益又はセグメント損失の調整額△1,289百万円には、セグメント間取引消去等12百万円、各

報告セグメントに配分していない全社費用△1,301百万円が含まれております。全社費用の主なものは、

当社（持株会社）に係る費用であります。

2.セグメント利益又はセグメント損失は、四半期連結損益計算書の営業利益と調整を行っております。

3.平成25年4月の組織変更に伴い、株式会社シミックBSは、その所属する報告セグメントをヘルスケア事業

からCSO事業に変更しております。

　なお、前第3四半期連結累計期間のセグメント情報は、当該変更後の区分方法により作成しております。

　

2.報告セグメントごとの固定資産の減損損失又はのれん等に関する情報

該当事項はありません。　

 

Ⅱ 当第3四半期連結累計期間（自 平成25年10月1日 至 平成26年6月30日）

1.報告セグメントごとの売上高及び利益又は損失の金額に関する情報
（単位：百万円）

 

報告セグメント
調整額

（注）１

四半期連結

損益計算書

計上額

（注）２
CRO事業 CMO事業 CSO事業

ヘルスケア

事業
IPD事業 計

売上高         

外部顧客への売上高 17,161 10,851 4,806 5,756 229 38,805 － 38,805

セグメント間の内部

売上高又は振替高
66 14 381 176 14 653 △653 －

計 17,227 10,865 5,188 5,932 244 39,458 △653 38,805

セグメント利益又は

セグメント損失（△）
3,609 363 447 △246 △470 3,702 △1,467 2,235

 （注）1.セグメント利益又はセグメント損失の調整額△1,467百万円には、各報告セグメントに配分していない全

社費用△1,467百万円が含まれております。全社費用の主なものは、当社（持株会社）に係る費用であり

ます。

2.セグメント利益又はセグメント損失は、四半期連結損益計算書の営業利益と調整を行っております。

3.注記事項の会計方針の変更等に記載のとおり、当社及び国内連結子会社は、有形固定資産の減価償却方法

について、主として定率法を採用しておりましたが、第1四半期連結会計期間より定額法に変更しており

ます。これに伴い、従来の方法によった場合に比べて、当第3四半期連結累計期間のセグメント利益がCRO

事業で7百万円、CMO事業で269百万円、CSO事業で0百万円、ヘルスケア事業で6百万円、IPD事業で0百万

円、全社費用（調整額）で27百万円それぞれ増加しております。
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2.報告セグメントごとの固定資産の減損損失又はのれん等に関する情報

(固定資産に係る重要な減損損失)

　該当事項はありません。　

　

(重要な負ののれん発生益)　

　「企業結合等関係」に記載しております。　
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（企業結合等関係）

　　　取得による企業結合

　　　1．企業結合の概要

　　　　　（1）被取得企業の名称及びその事業の内容

　　　　　　　 被取得企業の名称　シミックCMO足利株式会社

　　　　　　　 事業の内容　　　　CMO事業

　　　　　（2）企業結合を行った主な理由　

CMO事業における固定剤の生産能力の向上と、注射剤の受注機会の創出。

　　　　　（3）企業結合日

　　　　　　　 平成26年4月1日

　　　　　（4）企業結合の法的形式

　　　　　　　 現金を対価とする株式取得

　　　　　（5）結合後企業の名称

　　　　　　　 変更はありません。

　　　　　（6）取得した議決権比率

　　　　　　　 100％　

　　　　　（7）取得企業を決定するに至った主な根拠

　　　　　　　 当社による現金を対価とする株式取得であるため。　

　　　2．四半期連結累計期間に係る四半期連結損益計算書に含まれる被取得企業の業績の期間

　　　　　 平成26年4月1日から平成26年6月30日まで　

　　　3．被取得企業の取得原価及びその内訳

取得の対価 現金及び預金 3,285百万円

取得に直接要した費用 弁護士費用等 33百万円

取得原価  3,318百万円

　　　4．発生したのれんの金額、発生原因、償却方法及び償却期間

　　　　　（1）負ののれん発生益の金額

　　　　　　　 281百万円　

　　　　　（2）発生原因　　　　　　　 　

　　　　　　　 被取得企業の資産及び負債を企業結合日の時価で算定した額（純額）が、取得原価合計を上回るこ

とにより発生しております。

　　5．企業結合日に受け入れた資産及び引き受けた負債の額並びにその主な内訳

　

流動資産 100百万円

固定資産 3,602百万円

資産合計 3,702百万円

流動負債 32百万円

固定負債 70百万円

負債合計 102百万円

　

　6．企業結合が当連結会計年度の開始の日に完了したと仮定した場合の当四半期連結累計期間に係る四半期連

結損益計算書に及ぼす影響の概算額　

　　　　　　概算額の算定が困難であるため、影響額の記載はしておりません。　
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（１株当たり情報）

１株当たり四半期純利益金額及び算定上の基礎は、以下のとおりであります。

　
前第3四半期連結累計期間
（自 平成24年10月1日
 至 平成25年６月30日）

当第3四半期連結累計期間
（自 平成25年10月1日
 至 平成26年６月30日）

１株当たり四半期純利益金額 77円89銭 67円66銭

（算定上の基礎）   

四半期純利益金額（百万円） 1,403 1,217

普通株主に帰属しない金額（百万円） － －

普通株式に係る四半期純利益金額（百万円） 1,403 1,217

普通株式の期中平均株式数（千株） 18,019 17,997

（注）1.潜在株式調整後1株当たり四半期純利益金額については、潜在株式が存在しないため記載しておりません。

2.当社は、株式給付信託（J-ESOP）を導入しており、当該株式給付信託が所有する当社株式については、四半期

連結財務諸表において自己株式として計上しております。そのため、１株当たり四半期純利益金額の算定に当

たっては、当該株式数を自己株式に含めて普通株式の期中平均株式数を算定しております。

　

（重要な後発事象）

 該当事項はありません。

　

2【その他】

　　該当事項はありません。　
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第二部【提出会社の保証会社等の情報】
　該当事項はありません。
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 独立監査人の四半期レビュー報告書  

平成26年8月6日

シミックホールディングス株式会社

取締役会　御中

新日本有限責任監査法人

 
指定有限責任社員
業務執行社員

 公認会計士 鈴木　一宏　　印

 
指定有限責任社員
業務執行社員

 公認会計士 千葉　達也　　印

当監査法人は、金融商品取引法第193条の２第１項の規定に基づき、「経理の状況」に掲げられているシミックホール

ディングス株式会社の平成25年10月１日から平成26年９月30日までの連結会計年度の第3四半期連結会計期間（平成26年

４月1日から平成26年６月30日まで）及び第3四半期連結累計期間（平成25年10月1日から平成26年６月30日まで）に係る

四半期連結財務諸表、すなわち、四半期連結貸借対照表、四半期連結損益計算書、四半期連結包括利益計算書及び注記に

ついて四半期レビューを行った。

 

四半期連結財務諸表に対する経営者の責任

経営者の責任は、我が国において一般に公正妥当と認められる四半期連結財務諸表の作成基準に準拠して四半期連結財

務諸表を作成し適正に表示することにある。これには、不正又は誤謬による重要な虚偽表示のない四半期連結財務諸表を

作成し適正に表示するために経営者が必要と判断した内部統制を整備及び運用することが含まれる。

 

監査人の責任

当監査法人の責任は、当監査法人が実施した四半期レビューに基づいて、独立の立場から四半期連結財務諸表に対する

結論を表明することにある。当監査法人は、我が国において一般に公正妥当と認められる四半期レビューの基準に準拠し

て四半期レビューを行った。

四半期レビューにおいては、主として経営者、財務及び会計に関する事項に責任を有する者等に対して実施される質

問、分析的手続その他の四半期レビュー手続が実施される。四半期レビュー手続は、我が国において一般に公正妥当と認

められる監査の基準に準拠して実施される年度の財務諸表の監査に比べて限定された手続である。

当監査法人は、結論の表明の基礎となる証拠を入手したと判断している。

 

監査人の結論

当監査法人が実施した四半期レビューにおいて、上記の四半期連結財務諸表が、我が国において一般に公正妥当と認め

られる四半期連結財務諸表の作成基準に準拠して、シミックホールディングス株式会社及び連結子会社の平成26年６月30

日現在の財政状態及び同日をもって終了する第3四半期連結累計期間の経営成績を適正に表示していないと信じさせる事

項がすべての重要な点において認められなかった。

　

強調事項

　会計方針の変更等に記載されているとおり、従来、会社及び国内連結子会社は、有形固定資産の減価償却方法につい

て、主として定率法を採用していたが、第1四半期連結会計期間より定額法に変更している。

　当該事項は、当監査法人の結論に影響を及ぼすものではない。　

 

利害関係

会社と当監査法人又は業務執行社員との間には、公認会計士法の規定により記載すべき利害関係はない。

以　上

　

　（注）１．上記は、四半期レビュー報告書の原本に記載された事項を電子化したものであり、その原本は当社（四半期

報告書提出会社）が別途保管しております。

２．四半期連結財務諸表の範囲にはXBRLデータ自体は含まれていません。

EDINET提出書類

シミックホールディングス株式会社(E05292)

四半期報告書

24/24


	表紙
	本文
	第一部企業情報
	第1企業の概況
	1主要な経営指標等の推移
	2事業の内容

	第2事業の状況
	1事業等のリスク
	2経営上の重要な契約等
	3財政状態、経営成績及びキャッシュ・フローの状況の分析

	第3提出会社の状況
	1株式等の状況
	(1)株式の総数等
	①株式の総数
	②発行済株式

	(2)新株予約権等の状況
	(3)行使価額修正条項付新株予約権付社債券等の行使状況等
	(4)ライツプランの内容
	(5)発行済株式総数、資本金等の推移
	(6)大株主の状況
	(7)議決権の状況
	①発行済株式
	②自己株式等


	2役員の状況

	第4経理の状況
	1四半期連結財務諸表
	(1)四半期連結貸借対照表
	(2)四半期連結損益計算書及び四半期連結包括利益計算書
	四半期連結損益計算書
	第3四半期連結累計期間
	四半期連結包括利益計算書
	第3四半期連結累計期間
	注記事項
	セグメント情報


	2その他


	第二部提出会社の保証会社等の情報
	監査報告書

